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  対象者 30 名から提供されたデータを分析した結果、77 概念が生成された。うち 69 概念から
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② 本研究で用いたデータ分析手法（M-GTA）は、オリジナル版の GTA とはなにが異なるのか、な
ぜ、木下氏は修正したのか、この方法は看護学研究においてどのように貢献できると考えるかにつ
いて質問をした。これに対して、M-GTA では、データの切片化をしないこと、理論的サンプリング
方法の違い、ヒューマンケア領域の研究に貢献できること、コーディング方法が明確になるよう木下 
氏が修正したことを明確に回答することができた。 
③  今回の研究過程で、困難を伴ったことはなにか。それをどのようにして克服していったかにつ
いて質問した。これに対して、研究計画立案段階が最も苦しく、共同研究者や指導教員からのサ
ポート、つまり他者の力なくしては成し遂げられなかった。今後は自分も他者の力になれる存在 
になりたいと表明した。 
 論文審査および口頭試問の結果、看護学研究科ディプロマポリシーと照合し、主査・副査・指導
教員全員の一致で博士（看護学）の学位を授与するに値すると判断した。 
 
 
